
「３．桐生市に今後生じる望ましくない状況」と「４．桐生市のまちの検証カルテ」で示された
“望ましくない”状況を回避し、“望ましい”状況へ転換を図るため、以下のとおり「まちづくり
の基本目標」を定めます。

７．桐生市の「まちの将来像」の実現に向けたまちづくりの基本目標

中枢機能の低下

生産年齢人口の減少

地域産業の衰退

「４.桐生市のまちの検証
カルテ」

「3.桐生市に今後生じる
望ましくない状況」

地域コミュニティの崩壊

企業や商業施設の撤退

地域の魅力低下

中心市街地の生活環境の悪化

施設の維持管理が困難

桐生市の目指すべき
望ましい状況

～まちの将来像～

自然と都市環境とが調和し、
安心して住み続けられる産業文化都市

■活気と魅力のあふれる核の形成

都市機能の集約強化

施設の効率的な運営

■市民の交流を支える一体性のある都市構造
の形成地域産業の活性化

施設の効率的な運営

■歴史・文化資産を活かした魅力的なまちの
形成

地域の魅力向上

中心市街地の生活環境の改善

■自然環境が豊かな潤いのあるまちの形成

■職住の調和のとれた、安心して住み続けら
れる快適な市街地の形成

生産年齢人口の維持

地域コミュニティの維持

■地域の特性を活かした産業活動が活発なま
ちの形成

地域産業の活性化

まちづくりの基本目標

現状

※「桐生市都市計画マスタープラン」から引用

望ましくない将来像

望
ま
し
い
将
来
像

※「桐生市都市計画マスタープラン」から引用

まちづくりビジョン
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公共交通の衰退

公共交通の維持

地域の魅力向上


